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（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

 

① 学生の確保の見通し  

                 

ア．定員充足の見込み 

 

大学全体の入試状況 

 直近 10 年間の入学試験の動向を振り返ると、平成 23（2011）年度の 3,176 名の志願者数

をピークに、若干の増減はあるものの年々志願者が減少し、平成 27（2015）年度には 2,045

名に、受験者数を合格者数で除した実質倍率は 1.24 倍にまで低下した。そうした状況を改

善するため、地域の課題解決に取り組む「地域連携室プログラム」や、高度で多様な文章

表現力を身につけ表現することで社会に貢献する人物を養成する「文藝塾プログラム」な

ど全学横断型の学習プログラムを創設し（資料１）、その取り組みの広報活動を強化した。

他にも、推薦入試における入学前学習の位置付けを強化した育成型入試の開発や、入試機

会の増設などの入学試験改革を行なった。その結果、志願者は、翌平成 28（2016）年度に

3,002 名、平成 29（2017）年度に 3,236 名へと回復した。また、大学教育の質的転換が問

われるなか、学位課程ごとの教育の充実・強化を図るため、社会学部・教育学部の開設を

平成 30（2018）年度に行なった。それと機を同じくして、アクティブ・ラーニングなどに

対応する高機能教室や学生が自由に利用できるラーニングスペース等を確保した新教室棟

「慶聞館」を整備した。その結果、志願者は、平成 30（2018）年度に 6,503 名、平成 31（2019）

年度に 7,217 名へと大きく増加した。この間、入学定員の厳格化の動きを追い風としつつ、

社会的な要請に積極的に応える継続的な改革への取り組みにより、４カ年連続で志願者数

を増加させることとなった。（資料２）。 

 

歴史学科と文学科の入試状況 

 歴史学科については、平成 23（2011）年度の 549 名の志願者数をピークに、年度により

増減を繰り返しながら平成 27（2015）年度には 374 名、実質倍率は 1.16 倍に低下した。そ

の後、大学全体の動向と同様に、平成 28（2016）年度に 537 名、平成 29（2017）年度に 531

名へと回復。平成 30（2018）年度には 893 名、翌平成 31（2019）年度に 995 名と志願者数

を伸ばしている（資料３）。 

 文学科についても、平成 23（2011）年度の 391 名の志願者数をピークに、年度により増

減を繰り返しながら、平成 27（2015）年度に 254 名、実質倍率 1.22 倍となった。その後、

平成 28（2016）年度に 420 名、平成 29（2017）年度に 442 名、平成 30（2018）年度に 739

名、平成 31（2019）年度に 903 名へと４カ年連続で志願者数を伸ばしている（資料４）。 

本学開設以来の伝統を持つ歴史学科と文学科については、従来より安定的に志願者を集

めてきたが、上述のとおり平成 24（2012）年度から平成 27（2015）年度にかけて志願者の
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減少がおこったが、平成 30（2018）年度の新学部開設に伴い実施した新コースの開設によ

る多様な学びの形を提供することにより、志願者数を延ばすことが可能となった。 

 

定員の充足状況 

 平成 27（2015）年度からの５カ年の入学定員充足状況をみると、平成 28（2016）年度ま

での２年間、全９学科中５つの学科で入学定員未充足の状況であったが、志願者の増加と

ともに平成 29（2017）年度以降に改善。平成 30（2018）年度には、文学部真宗学科、哲学

科、国際文化学科の入学定員を各 10 名ずつ減じ入学定員の適正化を図るとともに、社会学

科、人文情報学科、教育・心理学科を発展的に統合して独立した社会学部と教育学部へと

改組した。本学における社会学科と教育学科の露出度が格段に上がるとともに、文学部の

既存学科についても志願者に選択される機会が増えた。これらの取り組みにより、平成 30

（2018）年度には、入学定員の厳格化の方針により特に合格者を絞った文学科を除くすべ

ての学科において入学定員を充足した。また、平成 31 年度（2019）年度については、同様

に入学定員の厳格化の方針により特に合格者を絞った仏教学科を除くすべての学科におい

て入学定員を充足した。 

  ※歴史学科と文学科の平成 27（2015）年度以降の５カ年の入学定員充足状況について 

は、上述のとおり、平成 30（2018）年度文学科を除き、入学者は安定的に確保して 

おり、未充足はない（資料５）。 

 

資料請求・オープンキャンの参加状況 

 志願者数が直近で最も低下した平成 27（2015）年度以降の資料請求の状況をみると、1.1

倍から 1.4 倍の勢いで毎年資料請求者が増加している。平成 30（2018）年度の総資料請求

者数は 73,448 名で、これは平成 27（2015）年度の資料請求者数の約 2倍に相当する。 

 資料請求者数の順調な伸びとともに、オープンキャンパスの参加者数も増加している。

平成 30（2018）年度の参加者数は 3,634 名（保護者を除く）で、平成 27（2015）年度と比

較して約 1.5 倍となっている（資料６）。 

 資料請求者やオープンキャンパス参加者数が継続して増加していることに加え、平成 30

年度高校１年生の資料請求者数微減を除き、高校１年から３年の各学年において４カ年連

続して増加している。このことは、数年にわたって志願者を維持・増加させる基盤をもつ

証左と考えている。高校１年生への募集広報の強化や地域ごとのアプローチを推進するこ

とにより、志願者を恒常的に確保していきたいと考えている。 

 

京都地域における文系学部学科の志願動向 

 平成 27（2015）年度から平成 30（2018）年度の過去４カ年の京都地域私立大学の歴史学

系学科・文学系学科の志願動向を見てみると、一貫して増加傾向にある。 

 代表的な歴史学系学科は、７大学９学科が存在し、年度により増減はあるものの、合計
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数として募集人員・志願者数・志願倍率ともに継続して増加している。平成 30 年度の志願

者 14,172 名は、平成 27 年度の 1.3 倍となっている（資料７）。 

 また代表的な文学系学科は、５大学５学科が存在し、こちらも年度により増減はあるも

のの、合計数として募集人員・志願者数・志願倍率ともに継続して増加しており、平成 30

年度の志願者 6,895 名は、平成 27 年度の 1.3 倍となっている（資料８）。 

 歴史学・文学という学問分野を学ぶにあたって、千年の歴史をもつ歴史都市であり、史

跡や資料が身近に豊富にある“京都”という環境を選択する志願者は、従来から多くあり、

さらにその希望者が増加していることがうかがえる。 

 

平成 36（2024）年度の近畿地区 18 歳人口予測と学生確保の見通し 

 本学の地域別の志願割合は、近畿地区で約 80％を占めている。その近畿地区の志願者総

数のなかで、滋賀・京都・大阪・兵庫の２府２県の志願者が約 95％となっている。また入

学者の割合をみても、近畿地区で約 80％、近畿地区からの入学者総数のなかで、滋賀・京

都・大阪・兵庫の２府２県の入学者が約 95％となっている（資料９）。本学における志願者・

入学者は、滋賀・京都・大阪・兵庫の２府２県に大きく依存する構造となっている。 

 上記構造を前提に、近畿地区における今後の 18 歳人口の動向をみると、平成 36（2024）

年度に直近の底が訪れ、その後、一旦微増するもその後減少し、平成 42（2030）年度には

2018 年度の 85.9％となることが予想されている（資料１０）。また滋賀・京都・大阪・兵

庫の２府２県に絞って 18 歳人口の動向をみても、平成 31（2019）年度の 174,682 名に対し、

平成 36（2024）年度 155,510 名（対 19 年度比 89％）、平成 42（2030）年度 153,012 名（対

19 年度比 87.6％）と減少していく（資料１１）。 

 これらの状況をふまえ、本学の志願者・入学者において主要な位置づけをもつ滋賀・京

都・大阪・兵庫の２府２県について、シミュレーションをおこなった（資料１２）。平成 30

（2018）年度と平成 31（2019）年度の２府２県ごとの 18 歳人口に占める本学志願者の割合

の平均をだし、平成 32（2020）年度以降の 18 歳人口予測数に乗して、今後の志願者数を予

測した。その結果は、一旦の底をむかえる平成 36（2024）年度で 4,776 名、平成 31（2019）

年度 5,441 名の 87.8％、665 名の減少と計算された。平成 42（2030）年度には 4,629 名、

平成 31（2019）年度の 85.1％、812 名の減となる。２カ年の実績をもとに単純計算した結

果であり、また志願者数や入学者数は、社会・経済の動向や多岐にわたる要因により左右

されるものではあるが、現状の教学改革や募集活動などの取り組みを向上させる努力を積

んでいくことにより、4,800 から 4,600 名の志願者を維持することができると考える。 

 学部新設・コース設置などの改編による継続的な志願者や資料請求者・オープンキャン

パス来場者の継続的な増加、京都地区における歴史学系学科・文学系学科の志願動向の向

上、さらにシミュレーションによる長期的な志願予測等を踏まえた結果、歴史学科の 5名、

文学科の 8 名の定員増をおこなったとしても、長期的・安定的に学生の確保ができると考

えることができる。 
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定員超過率が 0.7 倍未満の学科の定員未充足の原因と定員設定の合理性 

について 

 

【九州大谷短期大学 福祉学科】 

福祉学科の定員未充足の原因と定員設定の合理性 

 福祉学科は、平成 11（1999）年度に開設し、九州大谷短期大学の中核をなす学科として 

介護福祉士の養成に励んできた。しかしながら、18 歳人口の減少に伴う短期大学進学者の 

減少、特に介護福祉系の職場からの離職傾向等様々な要素が重なり、慢性的な学生募集状 

況の悪化を招いている。過去５年間の定員超過率についても未充足が続き、現行の入学定 

員 35 名の過去 5年間の平均定員超過率は、0.47 倍（資料ア）、オープンキャンパス参加者 

も減少傾向となっている（資料イ）。 

 これに対し、平成 31 年度から入学定員を 35 名から 20 名に減員し入学定員の適正化を図

っており、今後の動向を注視したい。 

 

学生確保についての具体的な取組状況 

 我が国は、高齢化に伴う介護事業の必要性が課題とされている。福岡県でもその重要性

は指摘されており（資料ウ）、2025 年には福岡県の人口減少と相まって、65 才以上の高齢

化率は 30％を超えるとされている。本学の位置する筑後市近隣の高齢化率はさらに深刻な

状況が予測され（資料エ）、それを裏付けるかのように、近隣の福祉関連施設からの求人数

は年々増加（資料オ）している。 

 福祉学科の就職希望者のほとんどは、専門職として福祉・介護現場に就職するが、過去 3

年間就職率 100％を維持しており、需要の高さを表している（資料カ）。 

 これらの社会的ニーズを背景とし、福祉関連施設との連携を進めつつ、受験生・高等学

校への進路ガイダンスを強化していく。また新奨学金制度の導入などの学生確保のための

強化策については、後述する。 

 

【資料ア】福祉学科の志願者・入学者等及び定員超過率の推移                     

   

 

 

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年見込み

(人) 35 35 35 35 20

志願者数 (人) 24 20 15 13 8

受験者数 (人) 24 20 15 13 8

合格者数 (人) 24 20 15 13 8

入学者数 (人) 24 18 15 12 8

定員超過率 (倍) 0.68 0.51 0.42 0.34 0.4

入学定員
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【資料イ】福祉学科のオープンキャンパス・入試相談会参加者数の推移 

 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

 参加者(人) 参加者(人) 参加者(人) 参加者(人) 参加者(人) 

福祉学科 36 36 34 38 19 

 

【資料ウ】福岡県人口ビジョン地方創生総合戦略（将来人口）（平成 27 年 12 月福岡県） 
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【資料エ】福岡県人口ビジョン地方創生総合戦略 

   （広域地域振興圏の現状の施策の方向性）（平成 27 年 12 月福岡県） 

        

 

【資料オ】九州大谷短期大学福祉学科求人受付状況 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年年度 平成２９年度

求人数 求人数 求人数 求人数

福祉 248 316 336 341
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【資料

   

 

 

 

 

 

 

 

料カ】九州大大谷短期大学学福祉学科就

 

就職決定率

 

7



 
 

 イ．定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

 

【資料１】地域連携室パンフレット、地域連携室規程、文藝塾規程 

      平成 27（2015）年度から取り組んだ改革の１つである地域連携室のプログラ 

ムを紹介したパンフレット（2016 年度版）。また地域連携室、文藝塾を 2015 

年度に設置した際に策定された規程。 

 

【資料２～４】大谷大学の過去１０年間の入試状況 

     入試統計データをもとに、大学全体、文学部歴史学科、文学科の平成 22（2010） 

年度から平成 31（2019）年度の１０年間の入学定員、志願者、受験者、合格 

者、入学者について、本学がグラフにして可視化したもの。 

 

【資料５】５カ年における入学志願状況 

     入試統計データをもとに、志願者数が直近で一番減少した年度である平成 27 

（2015）年度から平成 31（2019）年度までの全学部学科の入学定員、志願者、 

受験者、合格者、入学者を大学で一覧表にしたもの。学科ごとの入学定員超 

過率を明記し、1.00 を割った箇所については赤字で示してある。 

 

【資料６】資料請求者・オープンキャンパス来場者数の推移 

     入試統計データをもとに、志願者数が直近で一番減少した年度である平成 27 

（2015）年度から平成 31（2019）年度までの４年間について、大学がのべ数 

で一覧表にしたもの。 

  

【資料７～８】 

     当該大学が大学ホームページ上で公開している数値をもとに、大学で作成し 

たもの。 

 

【資料９】高校所在地ごとの志願状況、入学状況 

     入試統計データをもとに、所属する高校の住所地別に大学で集計をしたもの。 

     通信制高等学校の場合、高等学校の本拠地がある住所地に集約されるため、 

     受験生の実際の住所地と異なる場合がある。 

 

 

【資料１０】リクルート進学総研「18 歳人口予測」 

     平成 31（2019）年１月にリクルート進学総研が発表した、18 歳人口予測のマ 

ーケットリポート（リクルート進学総研ホームページ上で公開されているリ 
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ポート）。18 歳人口の概算については、文部科学省平成 30（2018）年度学校 

基本調査（速報値）をもとに、18 歳人口は、３年前の中学校卒業者および中 

等教育学校前期課程修了者数から算出されたもの。 

 

【資料１１】滋賀・京都・大阪・兵庫２府２県の 18 歳人口予測 

     資料１０、リクルート進学総研 18 歳人口予測のマーケットリポートから、当 

該府県のデータを抽出し、大学において作成したもの。 

 

【資料１２】2018・2019 年度志願者実績をもとにした滋賀・京都・大阪・兵庫か 

    らの志願者数シミュレーション 

     資料１０、リクルート進学総研 18 歳人口予測のマーケットリポートから、当 

該府県のデータを抽出し、大学において作成したもの。 

 

 

 ウ．学生納付金の設定の考え方             

  本学の学生納付金の設定額については、平成 23 年に策定したグランドデザイン（平成

24 年度－平成 33 年度）の「管理運営方針」で示した「学長のリーダーシップのもと、教

職協働体制を維持強化し、迅速な意思決定を行える体制を構築する。また、大学経営・

運営における戦略策定やその遂行に力を発揮することができる教職員を育成するととも

に、増収による財政基盤の安定を図る」を踏まえて、総合的な判断から設定している。 

  平成 14 年度以降、本学の学生納付金は据え置きのまま値上げをひかえてきた。平成 30

（2018）年度の新学部設置にあたって、多様な教育を実現するために必要なスタッフの

配置（人件費率）、新教室棟の建築を含めた本部キャンパスの総合整備計画にともなう施

設費の改定を考慮し、近畿圏の競合大学の実情との比較を行い、学部ごとに帰属収支の

バランスがとれるよう授業料の再設定をおこなった。 

定員増をおこなう平成 32（2020）年度については、現行の学生納付金額を維持する予

定である。 

京都地域の同一学部学科を持つ私立大学の学生納付金の状況、文部科学省が公表して

いる平成 29 年度の学生納付金調査結果と比較してみても、大きくかけ離れている金額で

はなく、学生納付金の設定は妥当であると考えている（資料１３）。 
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② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

学生確保に向けた取組は、以下の事業を軸に進めている。 

１．大学説明会の開催、進学相談会への参加 

２．高校訪問、高校内模擬授業・ガイダンスの実施 

３．オープンキャンパスの実施 

４．ダイレクトメールの発送 

５．大学ホームページや公式 SNS を活用した情報発信 

６．高大連携・接続授業の実施 

７．大学進学に関わる諸雑誌への情報掲載 

 

本学では恒常的に、所属教員が高等学校を訪問し進路指導部との関係を強化するとと

もに、高校での模擬授業やガイダンスを実施し、学びの具体的内容や卒業した場合の進

路について、直接高校生に説明する機会を設けている。 

オープンキャンパス参加者の出願率は、他の取り組みに比して高く、大学を訪問して

もらい、受験生と教員・在学生が直接対話することを重視している。年間６回のオープ

ンキャンパスを開催し、参加者の学年や時期に応じ、必要となる情報を提供し本学への

興味関心を向上させている。 

高大連携・接続授業の実施については、学生募集を直接の目的とするものではないが、

本学の学部学科の学びや教員を直接知る重要な機会となっている。高校生だけではなく、

高等学校との双方向の情報交換の機会となり、信頼関係構築に役立っている。 

既述した通り、本学の志願者・入学者の構造は近畿の２府２県に集中しているため、

地域ごとの募集活動を綿密に計画立てるとともに、近畿地区以外への募集活動について

も、地域を選択し注力を行っている。 

 

 

九州大谷短期大学における学生確保の取り組み 

 福祉学科では、職業訓練生制度による訓練生の受け入れや、入学金免除となる社会人入

試制度の活用等、社会人の積極的な受け入れを進めている。一方で、高校生を対象に若年

層の介護イメージの向上に努めるための介護コンテスト「Ｃ-1 グランプリ」を開催するな

ど、近隣の高等学校とも連携した広報活動を展開している。 

 また、長期的介護人材不足に備え、九州大谷短期大学主催で近隣の介護関係事業所や社

会福祉協議会等へ呼びかけ「筑後地域介護人材養成研究会」を平成２５年に設立し、筑後

地方の介護人材養成について養成段階からの協力体制を築くべく取り組んでいる。今後、

事業所や各市町村単位の奨学金制度の創設、「外国人介護福祉士育成プロジェクト」の参画

等、具体的な方途を検討し、アクションプランとして提案、実施していく予定である。 

 さらに、平成 33 年度大学入学者選抜実施要項の見直しへ向け、アドミッションポリシー
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に基づく「学力の 3 要素」を多面的・総合的に評価する入試制度改革をすすめている。特

に、入学前教育の推進と連動した奨学金制度「スカラシップチャレンジ」並びに「リレー

ションシップ奨学金」を新規に導入し、学生の経済的な負担軽減を図るとともに学生の就

学意欲向上も兼ねた募集力強化を図っていく予定である。これによって、入学者の 6 名に 1

名が奨学金対象者となる見込みとなり、志願者増へ繋がる具体的な取り組み策として展開

していく（資料１４）。 

 

【スカラシップチャレンジ】 

 ①自己推薦型選抜における成績上位者の中から、入学金（200，000 円）免除となる学生 

  （最大 20 名）を選抜する。 

 ②自己推薦型選抜、学校推薦型選抜での合格者及び一般選抜 1 期受験者の中から、授業 

  料免除となる学生（50％免除最大 10 名・30％免除最大 20 名）を選抜する。 

 

【リレーションシップ奨学金】 

 入学者選抜試験の合格者の内、在学生及び同窓生の親族に対し入学金 200，000 円）を免 

 除する。 
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（2）人材需要の動向等社会の要請 

 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

 

大谷大学は、学則に明示するとおり、建学の理念を実現するために、仏教の精神に則り、

人格を育成するとともに、仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢

献する人物を育成することを目的としている。 

この大学の目的を実現するために設置された文学部歴史学科、文学科では、人物養成に

関する目的その他の教育研究上の目的をそれぞれ次のように定めている。 

 

文学部 

 「歴史の中で蓄積されてきた多様な文化的所産に学ぶことを通して、人間と世界に関わ 

  る根本的な問題を解明し、深く自己を洞察しつつ現代社会を主体的に生きることので 

  きる人物の養成をめざす。」 

 歴史学科 

 「日本と世界の歴史及びそれと不可分な諸宗教・思想、とくに仏教を対象とした歴史学 

  研究を通じて、現代社会で直面するさまざまな課題を多角的かつ的確に分析し、それ 

  に対処しうる人物の養成をめざす。」 

 文学科 

 「日本と中国の言葉や文学を研究対象とし、テキストの精読・分析・創出を通して言語 

  感覚の錬磨と多様な知識の修得に励み、人間と社会への理解力及び洞察力を持った人 

  物の養成をめざす。」 

 

歴史・文学の研究は、素材となる資史料またはテキストを収集し、様々なテーマにもと

づき分析し、比較検討から考察をおこない進められる。それは、現代社会で直面するさま

ざまな課題から導かれる問題意識を基盤におきながら、複眼的な視座で歴史や文学を客観

的に観察し、明らかとなった事柄を、順序だててまとめ、文章として表現し、レポートや

論文として発信する訓練を重ねていく。まとめられた成果は、演習（ゼミ）において発表

され他者との議論によって止揚されていく。その繰り返しの過程を経ることにより、約２

万字におよぶ卒業論文を作成し、その完成を以て学士課程［学士（文学）］の到達として

いる。 

 歴史学科・文学科では、専門分野の学びのプロセスを通して、社会において物事を正確

に捉える力を身につけること重視している。現代社会において様々な課題に対応していく

ためには、思い込みではなく、相対的な観点に立ち、根拠となる情報を収集・整理し、課

題を抽出し、それを分析する切り口を発見し、明らかとなった事象を、理解してもらえる

ように取りまとめ発信する力が重要となる。両学科では、専門分野の知識・技能を身につ
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けることはもちろんのこと、これらの汎用的能力を身につけ、社会に貢献し主体的により

よく生きることができる人物を育成することを目指している。 

 

            

② 社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであること 

   の客観的な根拠 

 

平成 29（2017）年 5 月 1 日現在の在籍学生の出身地は、京都府（1,108 名、35.7％）滋

賀県（622 名、20.0％）、大阪府（420 名、13.5％）の順に多く、地元出身、自宅からの通

学生が全体の約 69％を占めている。就職エリアについては、昨今の地元志向（自宅からの

通勤可能範囲就活）もあり、平成 30（2018）年 3 月卒業の学生は、京都府（32.1％）、大

阪府（20.4％）滋賀県（12.1％）と全体の約 65％の学生が近畿３府県に就職している。 

平成 29（2017）年度［平成 30（2018）年 3 月卒業生］の業種別進路決定状況を見ると、

人とかかわる仕事を希望する学生が多く、文学部全体で小売業（18.5％）、サービス業

（14.7％）、教育・学習（13.7％）、の順に多く、他、福祉・医療（9.8％）などとなってい

る。同じ年度の状況を学科別で見ると、歴史学科は、小売業（25％）、サービス業（14％）、

教育・学習（12％）、福祉・医療（12％）の順となっている。また文学科は、サービス業（23％）、

小売業（21％）、教育・学習（17％）の順となっており、卒業生の企業での評価も高く、各

所で活躍している（資料１５）。 

 一方求人数は、近年の企業・団体側の採用意欲は高く年々増加の傾向にある。平成29（2017）

年度は 12,507 件の求人が全国から寄せられ、平成 27（2015）年度求人数の 1.37 倍となっ

ている（資料１６）。これは、平成 30（2018）年度の第４学年在籍学生数 708 名の約 17.7

倍の求人数が寄せられていることとなる（内、近畿地区企業・団体からの求人数は 5,140

件で、近畿圏から通学する第４学年在籍学生数約 500 名の 10.3 倍）。なお、企業・団体か

らの求人は、学部や学科を指定するものではなく大谷大学の学生として寄せられている。

このことから、特に文学部においては、専門分野専門的知識や技能を求めるというよりも、

専門分野の学習を高度に極めることにより身につく汎用的能力やコミュニケーション能力

が評価されていると推測される。 

 なお、歴史学科・文学科の学科別の就職状況は、両学科とも年度により増減があるもの

の、内定率が 89%から 98%の間で推移し、進学等を含めた進路決定率は 67.2%から 84.7%

の間で推移している（資料１７）。 

 

 歴史学科・文学科の卒業生は汎用的な能力を生かして幅広い業種で活躍しており、近年

の企業・団体からの求人数の大幅な増加を踏まえると、歴史学科・文学科が育成する人物

は、人材需要の動向等の社会に要請に応じたものであると考えている。 
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○地域連携室規程 

 

2015 年 6 月 17 日 制定 

        

(設置) 

第 1 条 大谷大学及び大谷大学短期大学部(以下「本学」という。)に、地域連携室を置く。 

(目的) 

第 2 条 地域連携室は、本学における地域連携事業を支援し、関連事業の活性化を図るこ 

とを目的とする。 

(業務) 

第 3 条 地域連携室は、前条の目的を達成するために、次の業務を行う。 

  (1) 地域連携を取り入れた授業の実施支援に関する事項 

   (2) 本学学生の地域連携活動の支援に関する事項 

   (3) その他本学が推進する地域連携活動に関する事項 

    (構成) 

第 4 条 地域連携室は、次の者をもって構成する。 

(1) 地域連携室長 1 名 

   (2) 地域連携室副室長 1 名 

   (3) 地域連携室員 若干名 

   (4) 地域連携アドバイザー 若干名 

2 地域連携室長は、地域連携室の管理運営に関する諸般の業務を統括する。 

3 地域連携室副室長は、地域連携室長を補佐し、地域連携室の管理運営に関する諸般の業

務に従事する。 

4 地域連携室員は、地域連携室長の指示を受け、地域連携室業務に従事する。 

5 地域連携アドバイザーは、地域連携室長の指示を受け、地域連携室業務に従事する。 

6 地域連携室長は、社会学部長がこれに当たる。 

7 地域連携室副室長は、本学の教育職員のうちから学長が任命し、その任期は 2年とする。

ただし、再任は妨げない。 

8 地域連携室員は、本学の教育職員のうちから学長が委嘱し、その任期は 2 年とする。た

だし、再任は妨げない。 

9 地域連携アドバイザーに関する事項は、別に定める。 

(運営会議) 

第 5 条 地域連携室の円滑な運営を図るため、運営会議を置く。 

(運営会議の構成) 
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第 6 条 運営会議は、次の者をもって構成する。 

(1) 教育・学生支援担当副学長 

   (2) 研究・国際交流担当副学長 

   (3) 地域連携室長 

   (4) 地域連携室副室長 

   (5) 地域連携室員のうち若干名 

   (6) 学生支援部事務部長 

   (7) 教育研究支援部事務部長 

   (8) 学生支援部教務課長 

   (9) 教育研究支援部教育研究支援課長 

2 地域連携室長は、運営会議を招集し、その議長となる。 

3 地域連携室長は、必要と認めた場合、第 1 項各号以外の教育職員、事務職員、学外の有

識者等を出席させることができる。 

(コミュ・ラボ) 

第 7 条 地域連携室に、本学学生の地域連携活動を支援する施設として、コミュ・ラボを 

設置する。 

2 コミュ・ラボの使用については、別に定める。 

(所管) 

第 8 条 地域連携室に関する事務の所管は、教育研究支援部教育研究支援課及び学生支援 

部教務課とする。 

(改廃) 

第 9 条 この規程の改廃は、教授会の議を経て、学長が決定する。 

付 則 

この規程は、2015 年 6 月 1 日に遡及して施行する。 

付 則 

この規程は、2018 年 3 月 1 日に一部改正し、2018 年 4 月 1 日から施行する。 
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○文藝塾規程 

 

2015 年 4 月 15 日 制定 

        

(設置) 

第 1 条 大谷大学及び大谷大学短期大学部(以下「本学」という。)に、文藝塾を置く。  

(目的) 

第 2 条 文藝塾は、本学学生の文藝実践力の伸張を支援し、大学教育の拡充に資すること 

を目的とする。 

(業務) 

第 3 条 文藝塾は、前条の目的を達成するために、次の業務を行う。 

(1) 文藝実践の相談に関する事項 

  (2) 文藝実践の授業に関する事項 

  (3) 文藝実践の課外講座に関する事項 

  (4) その他文藝実践に関する事項 

   (組織) 

第 4 条 文藝塾に、次の職員を置く。 

(1) 文藝塾長 1 名 

  (2) 文藝塾副長 1 名 

  (3) 文藝塾委員 若干名 

2 文藝塾長は、文藝塾の管理運営に関する諸般の業務を統括する。 

3 文藝塾副長は、文藝塾長を補佐し、文藝塾の運営に当たる。 

4 文藝塾委員は、文藝塾業務に従事する。 

5 文藝塾長は、本学の教職員のうちから、教育・学生支援担当副学長が推薦し、学長が委

嘱する。 

6 文藝塾副長及び文藝塾委員に関する事項は、別に定める。 

7 文藝塾長、文藝塾副長、文藝塾委員の任期は 2 年とする。ただし、再任は妨げない。 

(運営会議) 

第 5 条 文藝塾の円滑な運営を図るために、運営会議を置く。 

(運営会議の構成) 

第 6 条 運営会議は、次の者をもって構成する。 

(1) 教育・学生支援担当副学長 

  (2) 入学センター長 

  (3) 文藝塾長 

  (4) 文藝塾副長 

23



  (5) 学生支援部事務部長 

  (6) 企画・入試部事務部長 

  (7) 学生支援部教務課長 

  (8) 企画・入試部企画課長 

2 文藝塾長は、運営会議を招集し、その議長となる。 

3 文藝塾長は、必要と認めた場合、第 1 項各号以外の教育職員、事務職員等を出席させる

ことができる。 

(利用者) 

第 7 条 文藝塾を利用できる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 本学学生 

  (2) 本学に入学を許可された者 

  (3) 本学教育職員及び事務職員 

  (4) 文藝塾長が許可した者 

(所管) 

第 8 条 文藝塾に関する事務の所管は、学生支援部教務課及び企画・入試部企画課とする。 

(改廃) 

第 9 条 この規程の改廃は、教授会の議を経て、学長が決定する。 

付 則 

この規程は、2015 年 4 月 1 日に遡及して施行する。 

24



H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
入学定員 760 760 760 760 760 745 745 745 745 745
入学者 876 848 751 771 806 750 758 854 807 818

入学定員超過率 1.15 1.11 0.98 1.01 1.06 1.00 1.01 1.14 1.08 1.09

2019年4月20日現在

【資料２】
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志願者 受験者 合格者 入学定員 入学者
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H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
入学定員 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
入学者 117 113 128 122 126 131 122 123 103 105

入学定員超過率 1.17 1.13 1.28 1.22 1.26 1.31 1.22 1.23 1.03 1.05

2019年4月20日現在

【資料３】
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志願者 受験者 合格者 入学定員 入学者
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H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
入学定員 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70
入学者 83 76 72 85 97 84 80 113 64 83

入学定員超過率 1.18 1.08 1.02 1.21 1.38 1.20 1.14 1.61 0.91 1.18

2019年4月20日現在

【資料４】
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志願者 受験者 合格者 入学定員 入学者
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【資料５】

５カ年における入学志願状況

（大谷大学）
平均

入学定員超過率

文学部合計 入学定員超過率 ( 1.08 )  ( 1.11 )  ( 1.14 )  ( 1.01 )  ( 1.00 )  
志　願　者　数 3,561 3,182 3,236 3,002 2,045
受　験　者　数 3,483 3,106 3,082 2,815 2,006
合　格　者　数 1,054 1,032 2,136 2,120 1,624
入　学　者　数 430  440  854  758  750  
入　学　定　員 395  395  745  745  745  

 　真宗学科 入学定員超過率 ( 1.03 )  ( 1.05 )  ( 0.74 )  ( 0.75 )  ( 0.95 )  
志　願　者　数 200 153 119 106 109
受　験　者　数 195 149 114 103 108
合　格　者　数 122 118 100 100 104
入　学　者　数 62 63 52 53 67
入　学　定　員 60 60 70 70 70

 　仏教学科 入学定員超過率 ( 0.84 )  ( 1.32 )  ( 1.88 )  ( 0.80 )  ( 0.80 )  
志　願　者　数 109 99 67 44 49
受　験　者　数 106 97 64 41 47
合　格　者　数 51 68 64 38 46
入　学　者　数 21 33 47 20 20
入　学　定　員 25 25 25 25 25

 　哲学科 入学定員超過率 ( 1.20 )  ( 1.22 )  ( 0.81 )  ( 0.73 )  ( 0.56 )  
志　願　者　数 514 421 162 167 87
受　験　者　数 504 410 153 150 85
合　格　者　数 141 175 144 137 81
入　学　者　数 60 61 49 44 34
入　学　定　員 50 50 60 60 60

 　社会学科 入学定員超過率 ( 1.19 )  ( 1.25 )  ( 1.18 )  
志　願　者　数 624 627 406

2018.04学生募集停止 受　験　者　数 593 590 402
合　格　者　数 365 392 299
入　学　者　数 143 150 142
入　学　定　員 120 120 120

　 歴史学科 入学定員超過率 ( 1.05 )  ( 1.03 )  ( 1.23 )  ( 1.22 )  ( 1.31 )  
志　願　者　数 1,021 893 531 537 374
受　験　者　数 995 868 501 505 365
合　格　者　数 271 233 316 382 314
入　学　者　数 105 103 123 122 131
入　学　定　員 100 100 100 100 100

 　文学科 入学定員超過率 ( 1.18 )  ( 0.91 )  ( 1.61 )  ( 1.14 )  ( 1.20 )  
志　願　者　数 903 739 442 420 254
受　験　者　数 886 721 425 396 249
合　格　者　数 239 163 282 281 204
入　学　者　数 83 64 113 80 84
入　学　定　員 70 70 70 70 70

 　国際文化学科 入学定員超過率 ( 1.10 )  ( 1.28 )  ( 1.20 )  ( 0.79 )  ( 0.94 )  
志　願　者　数 814 877 378 312 210
受　験　者　数 797 861 368 287 209
合　格　者　数 230 275 337 267 198
入　学　者　数 99 116 120 79 94
入　学　定　員 90 90 100 100 100

 　人文情報学科 入学定員超過率 ( 0.98 )  ( 0.87 )  ( 0.59 )  
志　願　者　数 288 247 140

2018.04学生募集停止 受　験　者　数 278 243 136
合　格　者　数 249 224 124
入　学　者　数 98 87 59
入　学　定　員 100 100 100

  教育・心理学科 入学定員超過率 ( 1.09 )  ( 1.23 )  ( 1.19 )  
志　願　者　数 625 542 416

2018.04学生募集停止 受　験　者　数 586 500 405
合　格　者　数 279 299 254
入　学　者　数 109 123 119
入　学　定　員 100 100 100

2019年04月20日
学部等名 項　目

平成31年度

2019年度

平成30年度

2018年度

平成29年度

2017年度

平成27年度

2015年度

( 1.08 )  

( 0.94 )  

( 1.21 )  

( 0.94 )  

( 1.18 )  

( 1.15 )  

( 1.22 )  

( 1.13 )  

( 0.78 )  

( 1.14 )  

平成28年度

2016年度
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平均
入学定員超過率

社会学部合計 入学定員超過率 ( 1.12 )  ( 1.03 )  
志　願　者　数 2,347 2,233
受　験　者　数 2,289 2,179
合　格　者　数 670 516
入　学　者　数 248 227
入　学　定　員 220 220

現代社会学科 入学定員超過率 ( 1.11 )  ( 1.03 )  
志　願　者　数 1,368 1,466
受　験　者　数 1,334 1,435
合　格　者　数 336 243
入　学　者　数 134 124
入　学　定　員 120 120

コミュニティ 入学定員超過率 ( 1.14 )  ( 1.03 )  
　ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 志　願　者　数 979 767

受　験　者　数 955 744
合　格　者　数 334 273
入　学　者　数 114 103
入　学　定　員 100 100

平均
入学定員超過率

教育学部合計 入学定員超過率 ( 1.07 )  ( 1.07 )  
志　願　者　数 1,309 1,088
受　験　者　数 1,289 1,057
合　格　者　数 346 313
入　学　者　数 140 140
入　学　定　員 130 130

教育学科 入学定員超過率 ( 1.18 )  ( 1.22 )  
初等教育コース 志　願　者　数 753 604

受　験　者　数 740 589
合　格　者　数 199 172
入　学　者　数 59 61
入　学　定　員 50 50

教育学科 入学定員超過率 ( 1.01 )  ( 0.98 )  
幼児教育コース 志　願　者　数 556 484

受　験　者　数 549 468
合　格　者　数 147 141
入　学　者　数 81 79
入　学　定　員 80 80

平均
入学定員超過率

大谷大学合計 入学定員超過率 ( 1.09 )  ( 1.08 )  ( 1.14 )  ( 1.01 )  ( 1.00 )  
志　願　者　数 7,217 6,503 3,236 3,002 2,045
受　験　者　数 7,061 6,342 3,082 2,815 2,006
合　格　者　数 2,070 1,861 2,136 2,120 1,624
入　学　者　数 818 807 854 758 750
入　学　定　員 745 745 745 745 745

学部等名 項　目
平成31年度

2019年度

平成29年度

2018年度

平成29年度

2017年度

平成27年度

2015年度

( 1.07 )  

( 1.07 )  

( 1.08 )  

学部等名 項　目
平成31年度

2019年度

平成29年度

2018年度

平成29年度

2017年度

平成27年度

2015年度

( 1.07 )  

( 1.20 )  

学部等名 項　目
平成31年度

2019年度

平成29年度

2018年度

平成29年度

2017年度

平成27年度

2015年度

( 1.07 )  

平成28年度

2016年度

平成28年度

2016年度

平成28年度

2016年度

( 0.99 )  
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資料請求者の推移

１年生 ２年生 ３年生 その他 合計 前年比

平成27年度 3,966 10,737 19,545 2,635 36,883 -
平成28年度 5,154 13,905 22,603 3,295 44,957 1.22
平成29年度 8,082 21,861 31,358 3,806 65,107 1.45
平成30年度 8,024 22,753 38,429 4,242 73,448 1.13

オープンキャンパス来場者の推移

１年生 ２年生 ３年生 その他 合計 前年比

平成27年度 98 492 1,597 194 2,381 -
平成28年度 133 594 1,606 152 2,485 1.04
平成29年度 132 648 2,086 129 2,995 1.21
平成30年度 190 761 2,517 166 3,634 1.21
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京都地区私⽴⼤学志願動向　【歴史学系学科】

募集⼈員 志願者数（合計） 志願倍率

⼤学 学部 学科 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

京都学園⼤学 ⼈⽂学部 歴史⽂化学科 78 80 80 80 200 157 165 219 2.6 2.0 2.1 2.7

京都産業⼤学 ⽂化学部 京都⽂化学科 100 100 100 100 1,750 1,670 1,464 1,983 17.5 16.7 14.6 19.8

京都⼥⼦⼤学 ⽂学部 史学科 102 102 87 85 718 730 709 687 7.0 7.2 8.1 8.1

歴史学科 83 83 90 100 925 910 1,325 1,923 11.1 11.0 14.7 19.2

歴史遺産学科 46 46 50 55 551 606 965 1,555 12.0 13.2 19.3 28.3

歴史学科 85 89 90 90 1,840 1,993 1,682 1,535 21.6 22.4 18.7 17.1

歴史⽂化学科 56 58 59 59 970 833 1,050 966 17.3 14.4 17.8 16.4

⿓⾕⼤学 ⽂学部 歴史学科 162 181 197 197 3,322 3,916 3,913 4,283 20.5 21.6 19.9 21.7

⼤⾕⼤学 ⽂学部 歴史学科 100 100 100 100 374 537 893 1,021 3.7 5.4 8.9 10.2

812 839 853 866 10,650 11,352 12,166 14,172 13.1 13.5 14.3 16.4

歴史学部

合　　計

京都橘⼤学 ⽂学部

佛教⼤学
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京都地区私⽴⼤学志願動向　【⽂学系学科】

募集⼈員 志願者数（合計） 志願倍率

⼤学 学部 学科 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

京都⼥⼦⼤学 ⽂学部 国⽂学科 109 109 95 94 910 851 978 799 8.3 7.8 10.3 8.5

京都橘⼤学 ⽂学部 ⽇本語⽇本⽂学科 70 70 70 85 625 658 978 1,506 8.9 9.4 14.0 17.7

佛教⼤学 ⽂学部 ⽇本⽂学科 93 93 98 98 1,526 1,497 1,365 1,592 16.4 16.1 13.9 16.2

⿓⾕⼤学 ⽂学部 ⽇本語⽇本⽂学科 74 70 74 74 2,049 2,041 1,905 2,259 27.7 29.2 25.7 30.5

⼤⾕⼤学 ⽂学部 ⽂学科 70 70 70 70 254 420 442 739 3.6 6.0 6.3 10.6

416 412 407 421 5,364 5,467 5,668 6,895 12.9 13.3 13.9 16.4合　　計
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高校所在地ごとの志願状況【大谷大学】

地域 県名 前年比
5ケ年
平均

38 1.9% 38 1.3% 54 1.7% 78 1.2% 97 1.3% 124.4% 61.0
青森 2 0.1% 3 0.1% 2 0.1% 4 0.1% 2 0.0% 50.0% 2.6

岩手 5 0.2% 1 0.0% 3 0.1% 4 0.1% 3 0.0% 75.0% 3.2

宮城 1 0.0% 4 0.1% 2 0.1% 1 0.0% 3 0.0% 300.0% 2.2

秋田 1 0.0% 3 0.1% 2 0.1% 7 0.1% 1 0.0% 14.3% 2.8

山形 2 0.1% 2 0.1% 7 0.2% 3 0.0% 10 0.1% 333.3% 4.8

福島 4 0.2% 2 0.1% 3 0.1% 1 0.0% 3 0.0% 300.0% 2.6

小計 15 0.7% 15 0.5% 19 0.6% 20 0.3% 22 0.3% 110.0% 18.2
茨城 7 0.3% 6 0.2% 7 0.2% 22 0.3% 26 0.4% 118.2% 13.6

栃木 1 0.0% 13 0.4% 1 0.0% 4 0.1% 8 0.1% 200.0% 5.4

群馬 6 0.3% 3 0.1% 16 0.5% 2 0.0% 6 0.1% 300.0% 6.6

埼玉 1 0.0% 3 0.1% 0 0.0% 14 0.2% 7 0.1% 50.0% 5.0

千葉 1 0.0% 11 0.4% 3 0.1% 18 0.3% 23 0.3% 127.8% 11.2

東京 10 0.5% 13 0.4% 18 0.6% 15 0.2% 28 0.4% 186.7% 16.8

神奈川 1 0.0% 5 0.2% 4 0.1% 24 0.4% 7 0.1% 29.2% 8.2

小計 27 1.3% 54 1.8% 49 1.5% 99 1.5% 105 1.5% 106.1% 66.8
新潟 35 1.7% 43 1.4% 27 0.8% 45 0.7% 73 1.0% 162.2% 44.6

山梨 3 0.1% 0 0.0% 11 0.3% 32 0.5% 14 0.2% 43.8% 12.0

長野 9 0.4% 13 0.4% 24 0.7% 21 0.3% 69 1.0% 328.6% 27.2

小計 47 2.3% 56 1.9% 62 1.9% 98 1.5% 156 2.2% 159.2% 83.8
富山 27 1.3% 14 0.5% 17 0.5% 49 0.8% 27 0.4% 55.1% 26.8

石川 31 1.5% 50 1.7% 36 1.1% 53 0.8% 68 0.9% 128.3% 47.6

福井 22 1.1% 28 0.9% 46 1.4% 55 0.8% 96 1.3% 174.5% 49.4

小計 80 3.9% 92 3.1% 99 3.1% 157 2.4% 191 2.6% 121.7% 123.8
岐阜 20 1.0% 26 0.9% 38 1.2% 34 0.5% 58 0.8% 170.6% 35.2

静岡 25 1.2% 46 1.5% 35 1.1% 100 1.5% 59 0.8% 59.0% 53.0

愛知 15 0.7% 46 1.5% 47 1.5% 66 1.0% 78 1.1% 118.2% 50.4

三重 26 1.3% 27 0.9% 33 1.0% 69 1.1% 92 1.3% 133.3% 49.4

小計 86 4.2% 145 4.8% 153 4.8% 269 4.1% 287 4.0% 106.7% 188.0

滋賀 408 20.0% 617 20.6% 720 22.5% 1,404 21.6% 1,712 23.7% 121.9% 972.2
京都 618 30.3% 1,058 35.3% 1,059 33.0% 2,526 38.9% 2,292 31.8% 90.7% 1510.6
大阪 283 13.9% 401 13.4% 425 13.3% 820 12.6% 1,104 15.3% 134.6% 606.6
兵庫 110 5.4% 136 4.5% 162 5.1% 284 4.4% 333 4.6% 117.3% 205.0 5,441 95.9%
奈良 50 2.5% 81 2.7% 89 2.8% 162 2.5% 169 2.3% 104.3% 110.2

和歌山 26 1.3% 51 1.7% 24 0.7% 66 1.0% 65 0.9% 98.5% 46.4

小計 1,495 73.4% 2,344 78.2% 2,479 77.3% 5,262 81.1% 5,675 78.6% 107.8% 3451.0
鳥取 24 1.2% 24 0.8% 10 0.3% 38 0.6% 24 0.3% 63.2% 24.0

島根 19 0.9% 13 0.4% 12 0.4% 26 0.4% 26 0.4% 100.0% 19.2

岡山 17 0.8% 22 0.7% 21 0.7% 31 0.5% 96 1.3% 309.7% 37.4

広島 39 1.9% 24 0.8% 39 1.2% 54 0.8% 92 1.3% 170.4% 49.6

山口 12 0.6% 20 0.7% 14 0.4% 57 0.9% 48 0.7% 84.2% 30.2

小計 111 5.4% 103 3.4% 96 3.0% 206 3.2% 286 4.0% 138.8% 160.4
徳島 8 0.4% 6 0.2% 21 0.7% 26 0.4% 46 0.6% 176.9% 21.4

香川 10 0.5% 7 0.2% 9 0.3% 37 0.6% 74 1.0% 200.0% 27.4

愛媛 14 0.7% 27 0.9% 37 1.2% 33 0.5% 57 0.8% 172.7% 33.6

高知 23 1.1% 13 0.4% 23 0.7% 24 0.4% 34 0.5% 141.7% 23.4

小計 55 2.7% 53 1.8% 90 2.8% 120 1.8% 211 2.9% 175.8% 105.8
福岡 15 0.7% 23 0.8% 11 0.3% 38 0.6% 39 0.5% 102.6% 25.2

佐賀 2 0.1% 2 0.1% 0 0.0% 13 0.2% 11 0.2% 84.6% 5.6

長崎 3 0.1% 8 0.3% 4 0.1% 5 0.1% 15 0.2% 300.0% 7.0

熊本 8 0.4% 7 0.2% 8 0.2% 10 0.2% 3 0.0% 30.0% 7.2

大分 13 0.6% 7 0.2% 9 0.3% 25 0.4% 8 0.1% 32.0% 12.4

宮崎 7 0.3% 2 0.1% 3 0.1% 7 0.1% 6 0.1% 85.7% 5.0

鹿児島 13 0.6% 16 0.5% 9 0.3% 9 0.1% 25 0.3% 277.8% 14.4

沖縄 1 0.0% 4 0.1% 6 0.2% 16 0.2% 19 0.3% 118.8% 9.2

小計 62 3.0% 69 2.3% 50 1.6% 123 1.9% 126 1.7% 102.4% 86.0

21 1.0% 27 0.9% 54 1.7% 58 0.9% 61 0.8% 105.2% 44.2

2,037 100.0% 2,996 100.0% 3,205 100.0% 6,490 100.0% 7,217 100.0% 111.2% 4389.0

【資料９】

東海

2019年度2017年度 2018年度2016年度2015年度

四国

九州・沖縄

合　計

近畿

中国

2019年4月20日現在

      北海道

その他（高等学校以外）

甲信越

東北

北陸

関東
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高校所在地ごとの入学状況【大谷大学】

地域 県名 前年比
5ケ年
平均

14 1.9% 18 2.4% 18 2.1% 16 2.0% 12 1.5% 75.0% 15.6
青森 1 0.1% 1 0.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% N/A 0.4

岩手 2 0.3% 1 0.1% 2 0.2% 1 0.1% 2 0.2% 200.0% 1.6

宮城 1 0.1% 0 0.0% 1 0.1% 0 0.0% 1 0.1% N/A 0.6

秋田 0 0.0% 2 0.3% 1 0.1% 3 0.4% 0 0.0% 0.0% 1.2

山形 1 0.1% 1 0.1% 0 0.0% 1 0.1% 2 0.2% 200.0% 1.0

福島 1 0.1% 1 0.1% 1 0.1% 0 0.0% 0 0.0% N/A 0.6

小計 6 0.8% 6 0.8% 5 0.6% 5 0.6% 5 0.6% 100.0% 5.4
茨城 1 0.1% 2 0.3% 1 0.1% 3 0.4% 3 0.4% 100.0% 2.0

栃木 0 0.0% 1 0.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.1% N/A 0.4

群馬 0 0.0% 1 0.1% 0 0.0% 0 0.0% 2 0.2% N/A 0.6

埼玉 1 0.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.1% 0 0.0% 0.0% 0.4

千葉 0 0.0% 0 0.0% 1 0.1% 0 0.0% 3 0.4% N/A 0.8

東京 3 0.4% 5 0.7% 3 0.4% 3 0.4% 5 0.6% 166.7% 3.8

神奈川 1 0.1% 1 0.1% 2 0.2% 1 0.1% 3 0.4% 300.0% 1.6

小計 6 0.8% 10 1.3% 7 0.8% 8 1.0% 17 2.1% 212.5% 9.6
新潟 11 1.5% 7 0.9% 11 1.3% 8 1.0% 7 0.9% 87.5% 8.8

山梨 2 0.3% 0 0.0% 2 0.2% 5 0.6% 2 0.2% 40.0% 2.2

長野 4 0.5% 5 0.7% 5 0.6% 1 0.1% 13 1.6% 1300.0% 5.6

小計 17 2.3% 12 1.6% 18 2.1% 14 1.7% 22 2.7% 157.1% 16.6
富山 7 0.9% 4 0.5% 5 0.6% 4 0.5% 4 0.5% 100.0% 4.8

石川 14 1.9% 11 1.5% 10 1.2% 9 1.1% 9 1.1% 100.0% 10.6

福井 6 0.8% 7 0.9% 11 1.3% 10 1.2% 12 1.5% 120.0% 9.2

小計 27 3.6% 22 2.9% 26 3.0% 23 2.9% 25 3.1% 108.7% 24.6
岐阜 10 1.3% 5 0.7% 9 1.1% 5 0.6% 13 1.6% 260.0% 8.4

静岡 4 0.5% 8 1.1% 7 0.8% 4 0.5% 9 1.1% 225.0% 6.4

愛知 7 0.9% 17 2.2% 16 1.9% 13 1.6% 11 1.3% 84.6% 12.8

三重 9 1.2% 7 0.9% 14 1.6% 7 0.9% 12 1.5% 171.4% 9.8

小計 30 4.0% 37 4.9% 46 5.4% 29 3.6% 45 5.5% 155.2% 37.4

滋賀 136 18.1% 153 20.2% 187 21.9% 183 22.7% 156 19.1% 85.2% 163.0
京都 277 36.9% 275 36.3% 323 37.8% 315 39.0% 273 33.4% 86.7% 292.6
大阪 108 14.4% 108 14.2% 96 11.2% 109 13.5% 125 15.3% 114.7% 109.2
兵庫 36 4.8% 31 4.1% 36 4.2% 20 2.5% 26 3.2% 130.0% 29.8 580 95.2%
奈良 17 2.3% 20 2.6% 28 3.3% 21 2.6% 23 2.8% 109.5% 21.8

和歌山 7 0.9% 11 1.5% 5 0.6% 14 1.7% 6 0.7% 42.9% 8.6

小計 581 77.5% 598 78.9% 675 79.0% 662 82.0% 609 74.4% 92.0% 625.0
鳥取 3 0.4% 2 0.3% 2 0.2% 2 0.2% 0 0.0% 0.0% 1.8

島根 2 0.3% 4 0.5% 2 0.2% 3 0.4% 3 0.4% 100.0% 2.8

岡山 6 0.8% 3 0.4% 3 0.4% 2 0.2% 7 0.9% 350.0% 4.2

広島 6 0.8% 4 0.5% 6 0.7% 4 0.5% 9 1.1% 225.0% 5.8

山口 4 0.5% 3 0.4% 1 0.1% 3 0.4% 6 0.7% 200.0% 3.4

小計 21 2.8% 16 2.1% 14 1.6% 14 1.7% 25 3.1% 178.6% 18.0
徳島 5 0.7% 1 0.1% 4 0.5% 1 0.1% 6 0.7% 600.0% 3.4

香川 4 0.5% 2 0.3% 4 0.5% 3 0.4% 8 1.0% 266.7% 4.2

愛媛 5 0.7% 4 0.5% 7 0.8% 4 0.5% 7 0.9% 175.0% 5.4

高知 7 0.9% 2 0.3% 4 0.5% 6 0.7% 7 0.9% 116.7% 5.2

小計 21 2.8% 9 1.2% 19 2.2% 14 1.7% 28 3.4% 200.0% 18.2
福岡 6 0.8% 8 1.1% 6 0.7% 7 0.9% 7 0.9% 100.0% 6.8

佐賀 1 0.1% 1 0.1% 0 0.0% 2 0.2% 3 0.4% - 1.4

長崎 1 0.1% 2 0.3% 2 0.2% 1 0.1% 3 0.4% 300.0% 1.8

熊本 4 0.5% 2 0.3% 2 0.2% 2 0.2% 2 0.2% 100.0% 2.4

大分 3 0.4% 3 0.4% 2 0.2% 3 0.4% 3 0.4% 100.0% 2.8

宮崎 1 0.1% 1 0.1% 1 0.1% 0 0.0% 2 0.2% N/A 1.0

鹿児島 4 0.5% 6 0.8% 5 0.6% 2 0.2% 3 0.4% 150.0% 4.0

沖縄 0 0.0% 2 0.3% 1 0.1% 0 0.0% 3 0.4% N/A 1.2

小計 20 2.7% 25 3.3% 19 2.2% 17 2.1% 26 3.2% 152.9% 21.4

7 0.9% 5 0.7% 7 0.8% 5 0.6% 4 0.5% 80.0% 5.6

750 100.0% 758 100.0% 854 100.0% 807 100.0% 818 100.0% 101.4% 797.4

2016年度 2017年度

東北

合　計

その他（高等学校以外）

四国

九州・沖縄

近畿

中国

      北海道

2018年度 2019年度2015年度

東海

関東

2019年4月20日現在

甲信越

北陸
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年度 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年
人数
割合
人数
割合
人数
割合
人数
割合
人数
割合
人数
割合
人数
割合

人数
割合

近畿

滋賀

京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

全国

（割合）（人） 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 近畿 年を とした割合

① 歳人口概算は、文部科学省学校基本調査より、以下のとおり定義して算出した。
※全体：平成 年度（ 年）速報値、男女：平成 年度（ 年）確報値

・ 歳人口＝ 年前の中学校卒業者および中等教育学校前期課程修了者数
・ 中学校卒業者数＝高校生＋フリーター＋就職者 すべて含む
② 表内の「年度」に属する 歳とは、その年の 月に卒業を迎える高校 年生を指す。
③ 表内の「割合」とは、グラフ開始年度の値を とおいた際の増減を示す。
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平成30年度

（2018）

平成31年度

（2019）

平成32年度

（2020）

平成33年度

（2021）

平成34年度

（2022）

平成35年度

（2023）

平成36年度

（2024）

平成37年度

（2025）

平成38年度

（2026）

平成39年度

（2027）

平成40年度

（2028）

平成41年度

（2029）

平成42年度

（2030）

近畿
18歳人口 199,747 197,547 195,001 189,786 185,555 181,453 175,469 179,758 179,609 178,376 174,494 174,161 171,661
前年対比
増減数 - -2,200 -2,546 -5,215 -4,231 -4,102 -5,984 4,289 -149 -1,233 -3,882 -333 -2,500
19対比
増減数 - - -2,546 -7,761 -11,992 -16,094 -22,078 -17,789 -17,938 -19,171 -23,053 -23,386 -25,886
19対比
割合 - 100.0% 98.7% 96.1% 93.9% 91.9% 88.8% 91.0% 90.9% 90.3% 88.3% 88.2% 86.9%

平成30年度

（2018）

平成31年度

（2019）

平成32年度

（2020）

平成33年度

（2021）

平成34年度

（2022）

平成35年度

（2023）

平成36年度

（2024）

平成37年度

（2025）

平成38年度

（2026）

平成39年度

（2027）

平成40年度

（2028）

平成41年度

（2029）

平成42年度

（2030）

滋賀
18歳人口 14,411 14,350 14,535 14,299 14,013 13,769 13,322 13,878 13,797 13,875 13,669 13,664 13,486

京都
18歳人口 24,120 24,095 23,646 23,146 22,654 22,292 22,222 22,002 21,802 21,601 21,144 21,083 20,714

大阪
18歳人口 83,780 83,004 81,797 79,457 77,445 75,810 72,723 74,656 74,713 74,111 72,708 72,562 71,415

兵庫
18歳人口 53,848 53,233 52,305 51,267 49,982 49,030 47,243 49,243 49,327 49,254 47,898 48,166 47,397

合計 176,159 174,682 172,283 168,169 164,094 160,901 155,510 159,779 159,639 158,841 155,419 155,475 153,012
前年対比
増減数 - -1,477 -2,399 -4,114 -4,075 -3,193 -5,391 4,269 -140 -798 -3,422 56 -2,463
19対比
増減数 - - -2,399 -6,513 -10,588 -13,781 -19,172 -14,903 -15,043 -15,841 -19,263 -19,207 -21,670
19対比
割合 - 100.0% 98.6% 96.3% 93.9% 92.1% 89.0% 91.5% 91.4% 90.9% 89.0% 89.0% 87.6%

-1.4% -3.7% -6.1% -7.9% -11.0% -8.5% -8.6% -9.1% -11.0% -11.0% -12.4%
リクルート進学総研「マーケットリポート」から転載。　滋賀・京都・大阪・兵庫の２府２県を抽出。

滋賀・京都・大阪・兵庫 ２府２県の18歳人口予測
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平成30年度

（2018）
平成31年度

（2019）
平成32年度

（2020）
平成33年度

（2021）
平成34年度

（2022）
平成35年度

（2023）
平成36年度

（2024）
平成37年度

（2025）
平成38年度

（2026）
平成39年度

（2027）
平成40年度

（2028）
平成41年度

（2029）
平成42年度

（2030）
滋賀

18歳人口 14,411 14,350 14,535 14,299 14,013 13,769 13,322 13,878 13,797 13,875 13,669 13,664 13,486

志願者 1,404 1,712 1,575 1,550 1,519 1,492 1,444 1,504 1,495 1,504 1,481 1,481 1,461

割合 9.74% 11.93% 10.84% 10.84% 10.84% 10.84% 10.84% 10.84% 10.84% 10.84% 10.84% 10.84% 10.84%
18・19の
平均値

平成30年度

（2018）
平成31年度

（2019）
平成32年度

（2020）
平成33年度

（2021）
平成34年度

（2022）
平成35年度

（2023）
平成36年度

（2024）
平成37年度

（2025）
平成38年度

（2026）
平成39年度

（2027）
平成40年度

（2028）
平成41年度

（2029）
平成42年度

（2030）
京都

18歳人口 24,120 24,095 23,646 23,146 22,654 22,292 22,222 22,002 21,802 21,601 21,144 21,083 20,714

志願者 2,526 2,292 2,363 2,313 2,264 2,228 2,221 2,199 2,179 2,158 2,113 2,107 2,070

割合 10.47% 9.51% 9.99% 9.99% 9.99% 9.99% 9.99% 9.99% 9.99% 9.99% 9.99% 9.99% 9.99%
18・19の
平均値

平成30年度

（2018）
平成31年度

（2019）
平成32年度

（2020）
平成33年度

（2021）
平成34年度

（2022）
平成35年度

（2023）
平成36年度

（2024）
平成37年度

（2025）
平成38年度

（2026）
平成39年度

（2027）
平成40年度

（2028）
平成41年度

（2029）
平成42年度

（2030）
大阪

18歳人口 83,780 83,004 81,797 79,457 77,445 75,810 72,723 74,656 74,713 74,111 72,708 72,562 71,415

志願者 820 1,104 944 917 894 875 840 862 862 856 839 838 824

割合 0.98% 1.33% 1.15% 1.15% 1.15% 1.15% 1.15% 1.15% 1.15% 1.15% 1.15% 1.15% 1.15%
18・19の
平均値

平成30年度

（2018）
平成31年度

（2019）
平成32年度

（2020）
平成33年度

（2021）
平成34年度

（2022）
平成35年度

（2023）
平成36年度

（2024）
平成37年度

（2025）
平成38年度

（2026）
平成39年度

（2027）
平成40年度

（2028）
平成41年度

（2029）
平成42年度

（2030）
兵庫

18歳人口 53,848 53,233 52,305 51,267 49,982 49,030 47,243 49,243 49,327 49,254 47,898 48,166 47,397

志願者 284 333 302 296 288 283 272 284 284 284 276 278 273

割合 0.53% 0.63% 0.58% 0.58% 0.58% 0.58% 0.58% 0.58% 0.58% 0.58% 0.58% 0.58% 0.58%
18・19の
平均値

平成30年度

（2018）
平成31年度

（2019）
平成32年度

（2020）
平成33年度

（2021）
平成34年度

（2022）
平成35年度

（2023）
平成36年度

（2024）
平成37年度

（2025）
平成38年度

（2026）
平成39年度

（2027）
平成40年度

（2028）
平成41年度

（2029）
平成42年度

（2030）

志願者 5,034 5,441 5,184 5,075 4,964 4,877 4,776 4,848 4,821 4,802 4,710 4,703 4,629
前年対比
増減数 - 407 -257 -109 -111 -87 -101 72 -28 -19 -92 -7 -74
19対比

増減数
- - -257 -366 -477 -564 -665 -593 -620 -639 -731 -738 -812

19対比

割合
- 100.0% 95.3% 93.3% 91.2% 89.6% 87.8% 89.1% 88.6% 88.2% 86.6% 86.4% 85.1%

-4.7% -6.7% -8.8% -10.4% -12.2% -10.9% -11.4% -11.8% -13.4% -13.6% -14.9%

10.84%

9.99%

1.15%

0.58%

2018・2019年度志願実績をもとにした滋賀・京都・大阪・兵庫からの志願者数シミュレーション
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京都地区大学　文学系学部　入学初年度学費等年間納付額（2019年度）一覧
　

学部 学科 入学金 授業料
施設設備費
教育充実費

総額

【参考】私立大学等の
平成29年度入学者に係る
学生納付金等調査結果

人　　文 - 242,942 700,825 167,297 1,111,064

大谷大学 文学部 歴史学科、文学科 250,000 840,000 100,000 1,190,000

龍谷大学 文学部 歴史学科、日本語日本文学科 200,000 761,000 60,000 1,021,000

京都先端科学大学 人文学部 歴史文化学科 260,000 724,000 60,000 1,044,000

京都産業大学 文化学部 京都文化学科 270,000 788,000 108,000 1,166,000

種智院大学 人文学部 仏教学科 200,000 750,000 220,000 1,170,000

京都橘大学 文学部 日本語日本文学科、歴史学科 200,000 944,000 50,000 1,194,000

同志社大学 文学部 文化史学科、国文学科 200,000 855,000 149,000 1,204,000

京都橘大学 文学部 歴史遺産学科 200,000 944,000 70,000 1,214,000

花園大学 文学部 日本史学科、日本文学科 200,000 826,000 220,000 1,246,000

佛教大学 文学部、歴史学部 日本文学科、人文学科、歴史学科、歴史文化学科 170,000 900,000 200,000 1,270,000

京都女子大学 文学部 国文学科、史学科 250,000 780,000 250,000 1,280,000

京都精華大学 人文学部 総合人文学科 200,000 1,086,000 - 1,286,000

京都ノートルダム女子大学 人間文化学部 人間文化学科 280,000 750,000 380,000 1,410,000

立命館大学 文学部 人文学科（日本文学研究学域、日本史研究学域） 300,000 1,243,000 - 1,543,000

　＊各大学の入学試験要項等を参照し本学が作成した

入学初年度年間納付額（学費）

大学
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①入学金免除

②授業料免除

学科・フィールド別に
設ける

一定基準以上の

成績上位者

スカラシップ・チャレンジに
エントリー

スカラシップ・
チャレンジ

［2/5］
一般選抜

自己推薦型選抜
合格

［10/25］
自己推薦型選抜
または

［11/15］
学校推薦選抜に

合格

開学50周年を記念して新たに2つの就学支援制度を開始します。

入学金
免除 ¥0¥0

◎応募方法／自己推薦型選抜への志願を応募とみなします
◎選抜方法／自己推薦型選抜における、学科・フィールド別に設ける一定基準以上の
　　　　　　成績上位者
◎採用後の手続き／入学金免除申請書に家計基準に該当している証明書を添付し提出※1

◎応募方法及び期間／自己推薦型選抜又は学校推薦選抜に合格後、スカラシップ・チャレ
　　　　　　　　　　 ンジエントリーシートを一般選抜の出願締め切り日までに提出

◎選抜方法／一般選抜と同じ教科・科目にて実施します（面接・書類審査を除く）
◎採用後の手続き／授業料免除申請書に家計基準に該当している証明書を添付し提出※1

◎採用は１年間です。１年次の後期授業料納付時に免除します。２年次では改めて、１年次の
　成績状況等から選抜が行われます。

入学前教育で、
スカラシップ・チャレンジを

応援します。

※上記のほか、教科書・教材購入費が別途必要です。

※金額は2019年度入学生の実績です。

入学金20万円
仏教学科
表現学科演劇放送フィールド
表現学科情報司書フィールド
幼児教育学科
福祉学科

2名以内
5名以内
2名以内
7名以内
2名以内

◆ スカラシップ・チャレンジ◆ 大谷リレーションシップ奨学金
　開学以来、50年の歩みの中で本学を巣立った学生や、真宗大谷派寺院の寺族・門徒の皆様に支えられ、九州
大谷短期大学は2020年度に開学50周年を迎えます。
　人と人のつながりを大切にし、新たな出遇いを通して、本学と本学に関わる人の発展を願って新しい奨学金制
度を設けました。

・入学者選抜試験に合格後、入学金免除申請書を入学手続期限内に提出してください。
  詳細は学生募集要項を参照ください。
・入学金免除申請書には、❶の場合は真宗大谷派寺院住職の押印、❷の場合は同窓生の卒業証明書及び3
親等以内の親族を証明する書類、❸の場合は在学生の在学証明書及び3親等以内の親族を証明する書類
のいずれかが必要になります。

前期の授業料と施設設備費
は入学手続期限内に納入し
ていただきます。

　九州大谷短期大学は、向学心に富み優れた資質を持ちながら、経済的な事情で学業を継続することが困難な
学生を支援します。

奨学金の給付額及び採用人数

授業料
50%

仏教学科

表現学科演劇放送フィールド

表現学科情報司書フィールド

幼児教育学科

福祉学科

1名以内

2名以内

1名以内

5名以内

1名以内

授業料
30%

1名以内

6名以内

1名以内

10名以内

2名以内

奨学金の給付額及び採用人数

※この制度でいう「真宗大谷派寺院」とは、宗教法人「真宗大谷派」を包括団体とする寺院です。

    真宗大谷派寺院の
寺族・門徒等の
子弟・子女

     同窓生本人
及び

3親等以内の親族

    在学生の
3親等以内の
親族

前 期 後 期 備 考

●入学金

●学費

200,000円

授業料

施設設備費

冷暖房費

計

320,000円

125,000円

4,000円

449,000円 448,000円

320,000円

125,000円

3,000円

学科ごとに金額と内容が
異なる諸費用です。学科
実習費、研修旅費、公演
費用等が含まれます。

前 期 後 期 備 考
●課程履修費等

●委託徴収金

仏教学科
表現学科（演劇放送）
表現学科（情報司書）
幼児教育学科
福祉学科

27,000円
54,000円
52,000円
26,600円
20,500円

73,000円
34,000円
24,000円
25,500円
17,700円

学生自治会費、学会費、
後援会費等

前 期 後 期 備 考

諸会費 45,000円 25,000円

次のいずれかに該当する方は、入学者選抜試験合格後に手続きを行うと入学金が免除になります。

手続き

自己推薦型選抜における成績上位者の中から、入学金免除となる学生を選抜する制度です。

自己推薦型選抜、学校推薦選抜での合格者（入学手続完了者）および一般選抜1期受験者
の中から、授業料免除となる学生を選抜する制度です。

※コミュニケーション型選抜の合格者及び社会人選抜の受験者は対象外となります。  　

入学金
免除¥0

合格後

入学金・納付金

❶ ❷ ❸

※一般選抜1期の受験者は、スカラシップ・チャレンジに応募したものとみなします。

両方あわせて
約6.5人に
1人が対象

免除

免除
50%授

業
料

授
業
料30%

POINT2 奨学生として選抜されない場合でも、
合格の権利はもちろんそのまま。

POINT1 エントリー無料

※1 採用にあたっては、家計基準の上限（給与所得者は841万円以下、給与所得者以外355万円以下）があります。「家計基準」の金額とは、学生本人の父母又はこれに代わって家計を支えている者（主たる 
　　家計支持者1人）の収入金額をいい、「給与所得者」にあっては減免対象者を判断する直近の源泉徴収票の支払金額とし、「給与所得者以外」にあっては確定申告書等の所得金額とする。

全部
合わせると

最
大 万円

免除
84
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業種別求人件数の推移

年度 農業・林業
建設業・
不動産業

製造業
電気・ガス
水道業

情報
通信業

運輸業

平成27年度
（2015） 12 569 873 33 2,293 211

平成28年度
（2016） 37 1,114 1,454 12 1,529 344

平成29年度
（2017） 31 1,134 1,554 16 1,545 345

卸売業 小売業
金融・
保険業

サービス業 教育・学習
医療・

社会福祉
国家公務員
地方公務員

合計 増加率

908 622 243 1,216 490 1,219 456 9,145 -

1,392 1,379 220 1,778 555 2,103 85 12,002 1.31

1,436 1,371 191 1,831 671 2,277 105 12,507 1.04
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学科別就職状況

年度 区分 真宗 仏教 哲 社会 歴史 文学 国際文化 人文情報 教育・心理 全体

卒業者 82 40 52 114 91 59 95 87 98 718
就職希望者 55 29 35 95 66 47 74 74 80 555

就職者 54 25 32 91 61 45 67 67 80 522
内定率 98.2% 86.2% 91.4% 95.8% 92.4% 95.7% 90.5% 90.5% 100.0% 94.1%

進路決定率 84.1% 70.0% 67.3% 81.6% 74.7% 84.7% 76.8% 78.2% 82.7% 78.7%
卒業者 67 36 46 98 109 61 72 78 102 669

就職希望者 42 23 31 83 76 43 55 62 95 510
就職者 42 22 30 81 68 41 53 62 95 494
内定率 100.0% 95.7% 96.8% 97.6% 89.5% 95.3% 96.4% 100.0% 100.0% 96.9%

進路決定率 85.1% 75.0% 71.7% 87.8% 67.9% 67.2% 77.8% 79.5% 93.1% 79.4%
卒業者 55 20 44 123 112 74 94 68 96 686

就職希望者 37 14 24 108 81 58 75 57 84 538
就職者 36 14 21 105 75 54 71 51 84 511
内定率 97.3% 100.0% 87.5% 97.2% 92.6% 93.1% 94.7% 89.5% 100.0% 95.0%

進路決定率 85.5% 100.0% 56.8% 87.8% 73.2% 75.7% 76.6% 75.0% 88.5% 79.6%
卒業者 65 18 32 110 97 78 73 77 103 653

就職希望者 47 15 21 99 77 55 63 60 90 527
就職者 47 15 20 98 76 53 60 51 90 510
内定率 100.0% 100.0% 95.2% 99.0% 98.7% 96.4% 95.2% 85.0% 100.0% 96.8%

進路決定率 98.5% 94.4% 71.9% 90.9% 80.4% 69.2% 84.9% 68.8% 89.3% 83.2%

平成26年度
（2014）

平成27年度
（2015）

平成28年度
（2016）

平成29年度
（2017）
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